
全ての学校における学校安全推進体制の
構築のための担当者研修等の取組

～神戸の防災教育～

神戸市教育委員会事務局学校教育課
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防災教育について

神戸の防災教育を中心に



平成２５年度より防災教育の実践研究推進校園を指定し

神戸市に広く，その成果を発信してきた。

平成２９年度：１１校園 【幼(１)・小(４)・中(４)・高(１)・特支(１)】

→研究の成果については，授業公開や研究発表会を通じて，広く

神戸市に情報発信する。

→年２回，実践研究推進校園連絡会を開き，各校の取組につい

て，情報交換や学校防災アドバイザーの指導助言の機会をもつ。



さらに防災教育の実践を広げる工夫

１．実践研究推進校園の防災学習・防災訓練等の取組と

防災教育カリキュラム （年間指導計画）を集約した

実践事例集の作成。→神戸市全学校園に配付

２．実践研究推進校園の取組を保護者・子供・地域，そして神戸

のすべての人たちへ発信するためパネルを作成。（100㎝×70㎝）

→学校園・教育関連施設 また，地下街・銀行など人が集まる

場所に掲示
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学校防災アドバイザーの派遣
大学教授・新聞社・区役所・消防署・危機管理室・気象台

人と防災未来センター（計７名）

・防災教育推進校園への指導助言

校園内研修の講師

防災教育担当者研修会の講師

など



社会見学…バス利用 人と防災未来センターの他

震災メモリアルパーク 東遊園地

その他の取組

歌「しあわせはこべるように」

～神戸の復興を願う歌～



▪ 地震の概要

▪ (1) 発生年月日

平成７年(1995年)１月１７日（火）５時４６分

▪ (2) 地 震 名 平成７年(1995年)兵庫県南部地震

▪ (3) 震 央 地 名

淡路島（北緯３４度３６分，東経１３５度０２分）

▪ (4) 震源の深さ １６ｋｍ

▪ (5) 規 模 マグニチュード７．３

阪神・淡路大震災



神戸の防災教育…転機となった震災

・震災までの防災教育は，火災時の避難訓練が中心

・震災後，神戸発「生きる力」を育む防災教育がスタート

神戸の防災教育の特長

・副読本「しあわせ はこぼう」

・防災教育カリキュラム（年間指導計画）・防災マニュアル

・１．１７を中心に行われる追悼行事・防災訓練等

・防災福祉コミュニティなどの地域団体や関係機関との連携

・子供たちの地域行事・ボランティア活動への参加



防災教育担当者の位置づけ
・神戸市全校園では，必ず１名の

防災教育担当者を位置付けている。

・防災教育カリキュラム（年間指導計画）の推進

→副読本「しあわせ はこぼう」による学習

・防災マニュアルの見直し

・追悼行事・防災訓練の企画

・地域関係者（防災福祉コミュニティ）と

学校園をつなぐ



神戸市：防災教育の３つの視点

①震災体験から学んだ教訓を生かす

人間としての在り方・生き方

②防災（被害を最小化)

自分の命は自分で守る

③思いの共有化

被災者の思いに寄り添う

⇔減災
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2013.3月改訂



緊急に作成されたわけ

▪被害の大きかったところも，比較的小さかったところ

も共に学び合い，未来の神戸でたくましく生きていく

礎とするために，震災の

中で得た体験や教訓を

教材化することにした。







神戸市教育委員会 事務局より



学校防衛計画
１．防災管理組織・分担業務



２．災害時の初動体制（組織と仕事）









防災マニュアルはどこに・・・



防災マニュアル見直しの５つの視点

地域の特性に応じた避難場所，避難経路の設定

地域の特性に応じた避難訓練の計画.実施.評価

教職員の状況別役割分担の明確化

放課後，登下校中，校外学習中

避難所の開設準備や役割分担の明確化

子供の安全確保と平行して

子供の引渡し方法の明確化と保護者への周知

「震度５で学校へGO!」

保護者が帰宅困難者となり，来校できないことも



1.17追悼行事 さまざまな防災訓練



▪地域の防災福祉コミュニティによる防災教育は，

「守られる立場」から「守る立場」への転換点と

して，「中学生を防災の担い手に！」との要望に

応える意味合いをもっている。



地域行事や
ボランティア活動へ参加



防災教育担当者研修会：年２回の防災教育担当者研修会

１回目…５月中旬に神戸市全校園の担当者が集まる。

内容→関係機関からの連絡（学校防災アドバイザー）

防災教育実践発表

教育委員会からの講話と情報交換

２回目…神戸市を４ブロックに分け，

推進校園の研究発表会に参加。



神戸市立星和台小学校の防災教育

自然災害が発生するメカニズムについての理解
や，防災・減災に向けて技能を高めること

理科学習からのアプローチ



理科学習からのアプローチ

１．５年生 流れる水のはたらき ～水害～
２．６年生 大地のつくりと変化 ～地震・火山～



１．５年生 流れる水のはたらき

水害

危機感



１．５年生 流れる水のはたらき

・問題作り

・条件制御

疑問気付き

・流速
・流量
・曲がり

・浸食
・運搬
・堆積

自分事

メカニズム



１．５年生 流れる水のはたらき

命を守りたい
大切なものを守りたい

積極的
自然災害について

主体的に学ぶ



理科学習からのアプローチ

１．５年生 流れる水のはたらき ～水害～

２．６年生 大地のつくりと変化 ～地震・火山～



２．６年生 大地のつくりと変化

児童にどのようにして大地に興味関心を抱かせるか

人と自然の博物館 出前授業 古谷裕博士



２．６年生 大地のつくりと変化

「実感を伴った理解」
「主体的な問題解決」 活動・実験の充実



２．６年生 大地のつくりと変化
メカニズム



２．６年生 大地のつくりと変化

学校の大地から地域の大地へ



２．６年生 大地のつくりと変化

水底に堆積してできた地層がどうして現在の星和台
の大地に見ることができるのか

地震による大地の変化

メカニズム



２．６年生 大地のつくりと変化

六甲山の成り立ち ～森永教授～ メカニズム

危機感

自分事



２．６年生 大地のつくりと変化

防災・減災対策を考える

実践的な技能を高める



～成果１～

・防災教育研究会，実践事例集，パネル等による防災学習

の新たな広がり

・防災訓練（避難訓練を含む）の工夫

・防災福祉コミュニティ（地域防災）との連携

・阪神・淡路大震災に関わる具体的な取組の継続

・防災教育のカリキュラム・マネジメント



■目標達成のために各教科等の学習を整理し，関連付ける
■家庭や地域のリソース（人的・物的資源）を活用する



～成果２～
震災２０年（平成26年度）
小学生防災教育発表会
全国中学生防災サミット ｉｎ ＫＯＢＥ

震災２１年（平成27年度）
神戸発「生きる力を育み 未来へつなぐ」

防災教育研究大会 全国大会
大会主題
震災から２１年，新たな一歩 ～つなごう 人・心・まち～



～課題～
・震災を体験した教員による幼児，児童，生徒への防災教育から

震災を体験していない教員による幼児，児童，生徒への防災教育

への移行。

・震災を教材として， 防災教育をつないでいくこと。
カリキュラムの実践・見直しが昨年度と同じになりがち。

・子供たちの命を守るため，自分に体験がなくとも躊躇しない。

マニュアルの遂行・臨機応変。



防 災 教 育

１．神戸の特色ある教育

２．命を守る教育

３．生きる力を育む教育

最悪を想像し，最善を創造する



ご清聴を感謝します

～神戸の夜景より～


